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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸代謝型受容体5（GRM5） ホモサピエンス この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体3タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は代謝型グルタミン酸受容体であり、そのシグナル伝達はホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化します。このタンパク質は、神経ネットワーク活動とシナプス可塑性の調節に関与している可能性があります。グルタミン酸作動性神経伝達は、正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病理学的状態において障害を受ける可能性があります。この遺伝子の偽遺伝子は11番染色体上に定義されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2014年5月]、機能：グルタミン酸受容体。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャー系を活性化し、カルシウム活性化塩素イオン電流を生成するGタンパク質によって媒介される。,類似性：Gタンパク質共役受容体3ファミリーに属する。,サブユニット：PPXXFモチーフは、HOMER1、HOMER2、およびHOMER3に結合する。SIAH1、RYR1、RYR2、ITPR1、SHANK1、SHANK3、およびGRASPと相互作用する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;ギャップ結合;長期増強;長期うつ病;ハンチントン病;
	画像データ
	

	GRM5抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GRM5抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GRM5 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したmGluR5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	mGluR5抗体を用いたマウス腎臓およびマウス脳の溶解物のウェスタンブロット分析。抗体は1:1000に希釈した。

